
【禁忌（次の患者には投与しないこと）】

1）アルドステロン症の患者　　　　　　　　　　　　　　　
2）ミオパシーのある患者　　　　　　　　　　　　　　　　
3）低カリウム血症のある患者　　　　　　　　　　　　　　
［1）～3）：これらの疾患及び症状が悪化するおそれがある。］

【組成・性状】

1）本剤は1日量 9 g（または3包）中,下記生薬より抽出した
水製乾燥エキス（甘麦大棗湯エキス）3.8 g を含有する。

2）本剤は灰褐色の顆粒で,わずかににおいがあり,味は甘い。

【効能又は効果】

夜泣き,  ひきつけ

【用法及び用量】

通常,成人1日9g（または3包）を2～3回に分割し,食前又は食
間に経口投与する。なお,年齢,体重,症状により適宣増減する。

【使用上の注意】

（1）重要な基本的注意

1）本剤の使用にあたっては,患者の証（体質・症状）を考慮
して投与すること。なお,経過を十分に観察し,症状・所見
の改善が認められない場合には,継続投与を避けること。

2）本剤にはカンゾウが含まれているので,血清カリウム値や
血圧値等に十分留意し,異常が認められた場合には投与を
中止すること。

3）他の漢方製剤等を併用する場合は,含有生薬の重複に注意
すること。

（2）相互作用

併用注意（併用に注意すること）
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（3）副作用

本剤は使用成績調査等の副作用発現頻度が明確となる調査
を実施していないため,発現頻度は不明である。
1）重大な副作用

①偽アルドステロン症：低カリウム血症,血圧上昇,ナトリ
ウム・体液の貯留,浮腫,体重増加等の偽アルドステロン
症があらわれることがあるので,観察（血清カリウム値
の測定など）を十分に行い,異常が認められた場合には
投与を中止し,カリウム剤の投与等の適切な処置を行う
こと。

②ミオパシー：低カリウム血症の結果としてミオパシー
があらわれることがあるので,観察を十分に行い,脱力感,
四肢痙れん・麻痺等の異常が認められた場合には投与
を中止し,カリウム剤の投与等の適切な処置を行うこと。

（4）高齢者への投与

一般に高齢者では生理機能が低下しているので減量するな
ど注意すること。

（5）妊婦,産婦,授乳婦等への投与

妊娠中の投与に関する安全性は確立していないので,妊婦又
は妊娠している可能性のある婦人には,治療上の有益性が危
険性を上回ると判断される場合にのみ投与すること。

（6）小児等への投与

小児等に対する安全性は確立していない。［使用経験が少
ない］

【取扱い上の注意】

（貯法）①品質保持のため,なるべく湿気をさけ,直射日光のあ
たらない涼しいところに保管すること。

②開封後は,防温,防湿に注意して保管すること。

【包　　　装】

500g ,   2 9 4包（1包 3g）

【文献請求先】

大杉製薬株式会社　医薬情報部
〒558-0056 大阪市住吉区万代東２－１－33
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フロセミド�
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偽アルドステロン
症があらわれやす
くなる。また,低カ
リウム血症の結果
として,ミオパシー
があらわれやすく
なる。（「重大な
副作用」の項参
照）�

グリチルリチン酸
及び利尿剤は尿細
管でのカリウム排
泄促進作用がある
ため,血清カリウム
値の低下が促進さ
れることが考えら
れる。�
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